
今
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

（
議
員
提
出
）

○
茨
城
県
屋
外
広
告
物
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

（
知
事
提
出
）

◆
平
成
一
七
年
度
当
初
予
算
関
係

○
一
般
会
計
予
算
（
一
件
）

○
特
別
会
計
予
算
（
一
八
件
）

○
企
業
会
計
予
算
（
五
件
）

◆
平
成
一
六
年
度
補
正
予
算
関
係

○
一
般
会
計
補
正
予
算
（
一
件
）

○
特
別
会
計
補
正
予
算
（
一
五
件
）

○
企
業
会
計
補
正
予
算
（
五
件
）

◆
条
例
の
制
定

○
茨
城
県
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

条
例

○
茨
城
県
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況

の
公
表
に
関
す
る
条
例

○
茨
城
県
生
活
環
境
の
保
全
等
に
関
す

る
条
例

○
大
気
汚
染
防
止
法
に
基
づ
き
排
出
基

準
を
定
め
る
条
例

○
水
質
汚
濁
防
止
法
に
基
づ
き
排
出
基

準
を
定
め
る
条
例

○
茨
城
県
霞
ケ
浦
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

○
地
方
自
治
法
施
行
令
第
一
六
七
条
の

一
七
の
規
定
に
基
づ
き
長
期
継
続
契

約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
契
約

を
定
め
る
条
例

◆
条
例
の
一
部
改
正
・
廃
止

○
茨
城
県
立
医
療
大
学
授
業
料
等
徴
収

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
　
ほ

か
二
五
件

◆
そ
の
他

○
町
村
の
廃
置
分
合
に
つ
い
て
　
ほ
か

二
〇
件

いばらき県議会だより平成１７年４月１７日（日曜日） １５１　　（８）

県
議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　
本
会
議
は
、
特
別
の
場
合
を
除

き
、
誰
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。
（
傍

聴
席
は
三
百
席
で
先
着
順
で
す
。
）

　
な
お
、
本
会
議
等
の
日
程
、
委
員

会
の
傍
聴
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て

は
、
事
前
に
議
会
事
務
局
議
事
課

（
電
話
〇
二
九
―
三
〇
一
―
五
六
三

四
）
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

いばらき県議会だより（１）　　 １５１ 平成１７年４月１７日（日曜日）

年　

茨
城
か
ら
新
時
代
を
切
り
拓
く
県
議
会
石
川
多
聞
茨
城
県
議
会
議
長

県
勢
発
展
の
た
め
の
議
会
運
営
西
條
昌
良
茨
城
県
議
会
副
議
長

正
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

　
三
月
一
八
日
の
定
例
会
に

お
い
て
、
第
九
八
代
副
議
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
県

勢
発
展
の
た
め
、
石
川
議
長

を
補
佐
し
、
円
滑
で
充
実
し

た
議
会
運
営
に
最
善
の
努
力

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
県
内
経
済
は
緩
や

か
な
回
復
基
調
を
維
持
し
て

お
り
ま
す
が
、
中
小
企
業
に

と
っ
て
は
依
然
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
お
り
ま
す
。
県
内

経
済
の
活
性
化
を
図
り
、
雇

用
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が

喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
格
的
な
地
方
分

権
時
代
が
到
来
す
る
一
方
、

地
方
の
財
政
状
況
は
厳
し
さ

を
増
し
て
お
り
、
政
策
の
厳

し
い
選
択
と
集
中
を
徹
底
し

県
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応

す
る
効
率
的
な
行
財
政
運
営

が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
少
子
化
や
高
齢

社
会
に
備
え
た
福
祉
・
医
療

施
策
な
ど
の
抜
本
的
・
総
合

的
な
対
策
を
講
じ
る
と
と
も

に
、
志
の
高
い
、
心
豊
か
な

人
間
を
育
む
教
育
が
求
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

　
私
ど
も
県
議
会
は
、
県
民

生
活
の
質
的
向
上
を
図
り
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ

く
り
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
県
民
の
皆
様

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
先
の
第
一
回
定
例
会
に
お

い
て
議
員
各
位
の
ご
推
挙
を

賜
り
第
九
六
代
議
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
。
誠
に
光
栄

で
あ
り
ま
す
と
と
も
に
職
責

の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　
本
年
は
戦
後
六
〇
年
、
そ

し
て
二
一
世
紀
も
五
年
目
を

迎
え
、
世
界
情
勢
は
、
イ
ラ

ク
、
北
朝
鮮
問
題
を
は
じ
め

依
然
と
し
て
緊
迫
し
た
状
況

に
あ
る
一
方
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
経
済
競
争
が
一
段
と
厳
し

さ
を
増
し
て
お
り
我
が
国
で

は
、
官
か
ら
民
へ

国
か
ら

地
方
へ
」
の

え
の
も
と
社

会
経
済
シ
ス
テ
ム
全
般
に
わ

た
る
構
造
改
革
が
推
進
さ
れ

て
お
り
地
域
間
の
競
争
は
激

し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、
本

県
の
持
つ
豊
か
な
可
能
性
を

最
大
限
に
生
か
し
、
本
県
が

日
本
を
も
リ
ー
ド
し
て
い
く

こ
と
が
本
県
議
会
の
使
命
で

あ
る
と

え
て
お
り
ま
す
。

　
本
県
発
展
の
た
め
に
は
、

課
題
を
戦
略
に
、
さ
ら
に
、

戦
略
を
行
動
へ
移
し
、
そ
の

行
動
を
成
果
に
結
び
つ
け
る

政
策
行
動
が
不
可
欠
で
あ
り

私
は
「
茨
城
か
ら
新
時
代
を

切
り
拓
く
県
議
会
」
を
モ
ッ

ト
ー
と
し
て
三
百
万
県
民
の

負
託
に
応
え
る
た
め
に
全
力

を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
県
民
の
皆
様
の
な
お
一
層

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。


